平成２９年度　第1回大阪府スポーツ推進審議会

○日　　時　　　平成２9年８月２４日（木）１４：００～１６：００

○場　　所　　　大阪府公館
○出席状況　　　出席委員　１２名　欠席委員　３名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（事務局）　　教育監、教育振興室長、保健体育課長、首席指導主事１名、総括主査２名、主任指導主事１名
　　　　　　　文化スポーツ室スポーツ振興課長、参事１名、課長補佐1名、指導主事1名
福祉部　自立支援課　主査１名
１　開　　会

・　事務局が開会宣言
２　あいさつ

・　大阪府教育庁を代表して教育監があいさつ
３　委員の人事について
・　事務局から、所属団体における異動に伴い、新たに任命、委嘱したことを報告
· 委員の中から会長の推薦

会長あいさつ
・　事務局から、本日の会議が大阪府スポーツ推進審議会運営要領に規定する定足数を充たしていることを報告　　　　　
４　議長選出

・　大阪府スポーツ推進審議会条例第５条第１項により、会長を議長に選出
５　議　　事
（1） 協議事項
1 「第２次大阪府スポーツ推進計画」の策定部会からの答申（案）について
別紙「資料」

　　　　・策定部会長から作成までの経緯を報告

　　　　・策定部会事務局から資料の内容説明

［質疑応答等］　□・・議長　△・・委員　◆・・事務局　●・・策定部会長
· 　この答申案の内容自体には問題はない。計画の中に「国際大会の誘致」とあるが、大きな競技大会以外でも誘致のお考えがあるのか。現在決まっている国際大会以外でも、大阪府として国際大会を誘致する考えはあるのか。
· 　大規模なスポーツイベントの開催により、多くの方が大阪に来訪することが想定されるため、積極的に実施したいと考えている。また、府には立派な競技施設がたくさんあり、それを紹介するパンフレットを作成し、現在その魅力を外国の領事館等に紹介している。
· 　2004年バトン世界大会を大阪で行い反響が良かった。2020年頃に世界大会ではないがパンパシフィック大会を大阪で行いたい。バトンはオリンピック種目まで普及していないが、御協力していただけるようにお願いしたい。
· 　視覚障がいのある陸上の長距離選手の講話を聴いた。世界大会への費用のうち10万円は自己負担と聞いた。また補助をされているボランティアの方で、視覚障がいの陸上には2人の伴走者が必要であり、身体障がい者の選手には義肢を調整する人が必要である。その方々が負担している費用を何とかできないだろうか。世界大会において、障がい者のスポーツをサポートをしている方々への援助をしてあげることも必要であると考えるのでお願いしたい。
また、大阪でマスターズ大会があると聞いたが、バッジとか作成して配布したらどうだろうか。ラグビーワールドカップはバッジを作成し配布をしている。
· 　今回の答申案は報告なのか、この場で審議して変更が可能なのか。
16ページにおいて、大阪府障がい者スポーツ大会における参加者数は減ってきている現状がある。障がい者の数が減っていることは良いことだが、しかしまだまだ障がい者でスポーツに関わっている方が少ない。身体障がい者のプレーヤー数が減っているのは、社会での安全性が確保され、交通事故や業務上の災害により身体障がい者となることが少なくなっているためである。しかし知的障がい者は増えてきている。
障がい者のスポーツ活動において、支援学校での運動部活動が大きく関わってくる。支援学校における取組として、部活動等スポーツを盛んにしていくことで障がい者スポーツに関わる人数を増やす必要がある。このような内容について具体的に記述していただきたい。
●　　支援学校におけるスポーツの推進については、これまでの部会で十分に議論を行った。一般の人より身近な距離にしていくことが必要である。
しかし、施策の詳細まで細部にわたり計画には掲載できない。また、前回の計画を引き継ぎ、大阪府障がい者スポーツ大会への参加者数としている。
　　　◆　　本審議会において、答申案をこの場で議論いただくので、新たな結論が出ることも当然あり得る。
△　　この計画は、総論的な計画となっている。9ページに障がい者スポーツに関する記述があるが、ここに支援学校のことが無ければ新たに記載するか、本審議会で議論することになると考える。ここに具体的な施策を羅列するのではない。題目が足りないというのであれば、意見を出していただきたい。
□　　本答申案は、これまで４回部会を開催し、作成されたものである。御意見があれば事務局に28日までに伝えて欲しい。最終的な修正等は会長に一任していただけないか。またこれ以上意見がなければ、答申案から案を取り、これを答申とし、知事及び教育長に答申するということでよろしいか。
≪全一致で異議なし≫
· 　　反対意見がないので、これをもって答申として提出する。
６　その他
1 　今後の予定について

事務局から、次回の会議については来年1月ごろを予定していることを報告。

７　閉会

・　事務局が閉会宣言を行う
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